
新潟県令和７年度「地域支援事業の取組状況調査」（Ｒ７年５月実施）
【調査票４】認知症総合支援事業等

阿賀野市

実施内容 お茶会　軽体操、工作、レクリエーション、専門職による相談、ハンドケア

名　　　称 オレンジカフェあたご

実施主体 介護保険事業所

名　　　称 ごずっちょカフェ

実施主体 市

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

カフェの目的

・本人や家族・専門職が集い、地域で認知症を支えつながりを持ち、家族の介護
の大変さを共有する場
・本人や家族が社会交流をして情報交換・相談ができる場　　・認知症になっても
安心して生活できる地域づくりの場

人員体制 スタッフ１～３名　看護師　１名　ボランティア　1～２名

開催場所
自治会交流センター、介護保険事業所（デイサービスセンター）、特別養護老人
ホーム

開催頻度 1回／月 開始年月 平成28年1月

1回あたりの参加者数 約20人 参加費 100円

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

カフェの目的

・本人や家族・専門職が集い、地域で認知症を支えつながりを持ち、家族の介護
の大変さを共有する場
・本人や家族が社会交流をして情報交換・相談ができる場　　・認知症になっても
安心して生活できる地域づくりの場

人員体制 スタッフ１～３名　看護師　１名　ボランティア　1～２名

開催場所
自治会交流センター、介護保険事業所（デイサービスセンター）、特別養護老人
ホーム

開催頻度 1回／月 開始年月 平成28年1月

1回あたりの参加者数 約20人 参加費 100円

実施内容 お茶会　軽体操、工作、レクリエーション、専門職による相談、ハンドケア



新潟県令和７年度「地域支援事業の取組状況調査」（Ｒ７年５月実施）
【調査票４】認知症総合支援事業等

名　　　称 シンパシー茶屋

実施主体 グループホーム

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

カフェの目的

・本人や家族・専門職が集い、地域で認知症を支えつながりを持ち、家族の介護
の大変さを共有する場
・本人や家族が社会交流をして情報交換・相談ができる場　　・認知症になっても
安心して生活できる地域づくりの場

人員体制 スタッフ１～３名　看護師　１名　ボランティア　1～２名

開催場所

実施内容 お茶会　軽体操、工作、レクリエーション、専門職による相談、ハンドケア

自治会交流センター、介護保険事業所（デイサービスセンター）、特別養護老人
ホーム

開催頻度 1回／月 開始年月 平成28年1月

1回あたりの参加者数 約20人 参加費 100円


